
第３章 野外観察編 

(1) はじめに 

小学校６年生や中学校１年生の理科では、地層や岩石を野外で観察することが求

められています。しかし、必要だと知っていても、実際に野外観察に出かけるのは

なかなか決心がつかないことです。多くの先生方は、このような悩みを抱えていら

っしゃるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

  

 

 では、そのような悩みはどうやったら解決できるのでしょうか。 

その答えは、ずばり、 

困ったときこそ野外に行ってしまうこと。 

まずは、外に出て、地層や岩石に触れてみましょう。写真だけなら教室でも学習

できます。しかし、大切なのは、子どもたちが自然の中で、自分の手で自然に触れ

ることです。周囲の景色や風の匂いなど、様々な刺激を体中で感じながら、地層を

観察することで、地層の広がりを体感し、地球の営みを感じることができるのです。 

 

 野外観察の基本は、自分の目で観察すること。難しいことを求めてはいけません。

本物に触れることが一番大切なのです。 

 

中学校学習指導要領解説 理科編（Ｈ29公示） 

２ 内容の取扱いについての配慮事項 

（1）科学的に探究する力や態度の育成 

地域や学校の実態に応じて野外観察を行うことも重要である。自然に直接触れることによっ

て自然の営みや自然の偉大さを感じ取り、自然に対する興味・関心を高めることができる。ま

た、自然を直接観察し、自然の事物・現象の中から生徒自身で問題を見いだすことにより、探

究する活動を意欲的なものとすることができる。その際、野外での探究する活動を効果的なも

のとするためには、生徒の生活の場である地域の自然環境の実態をよく把握し、その特性を十

分に生かすことが重要である。 

 

 上記のように、中学校学習指導要領解説においても、野外における観察を重視し

ています。また、実際に野外で観察する機会を持つことの他に、十分に観察、実験

の時間や探究する時間を設定することや、博物館や資料館などの社会教育施設を活

用することが提示されています。   

「どこにどんな地層があるのかわからないし、地

層があってもうまく指導できるか自信がない。」 

「実際に野外で観察するの

はなんだか難しそう･･･」 



(2) 野外観察の基本 

趣味で行う地質見学とは違い、授業で行う野外観察では「安全の確保」が重要

な条件となります。 

 

しかし、自然を相手にするわけですから、100％の安全はあり得ません。第 1 章

でも触れていますが、そのことを前提に、起きうる危険をできる限り予測し、対

応できるように準備をすることが大切です。 

 

野外観察における安全管理の基本として、以下の大きく３点について、チェッ

クリストを活用して、安全の確保に努めてください。 

 

Ｃｈｅｃｋ１ 観察場所 

□ 落石や崖崩れの危険性が少ない 

□ 露頭前が十分に広く、逃げやすい 

□ 川や海への落水の可能性が少ない 

□ スズメバチの巣などが近くにない 

□ ウルシなどの場所を把握している 

□ 車の往来などの危険がない 

□ アレルギーの原因となる植物がない 

□ 上流にダムなどの施設がない 

□ 流れの急な場所や深い場所が近くにない 

□ 観察地点まで歩く距離が適切である 

□ 天候による影響が少ない 

 

 

Ｃｈｅｃｋ２ 服装・装備 

～児童・生徒編～ 

□ 長袖、長ズボン（肌の露出を少なく） 

□ 観察場所に適した靴 

□ 軍手、帽子（日よけや小さな落下物防止） 

□ 汗拭きタオル（熱射病予防にも） 

□ 雨具、防寒具 

□ シャツや靴下の着替え 

□ 飲料水 

□ 虫除けスプレー 

□ ぜんそくなどの吸入薬、常備薬 

□ ルーペ、虫取り網、虫かご、移植ごて 

□ 岩石ハンマー、サンプル袋、地形図 

□ スケッチ用紙、筆記具、カメラ 

～教師編～ 

□ 多めの水（傷口などの洗浄にも） 

□ きれいなタオル（様々な用途） 

□ 携帯電話 

□ 蜂用殺虫剤 

□ 飴などの糖分（疲労時の元気薬） 

□ カイロ 

□ 応急セット 

 □ 絆創膏     □ 消毒液 

 □ ガーゼ・包帯  □ 虫刺され薬 

 □ 冷却剤     □ 抗アレルギー薬 

 □ ポイズンリムーバー 

 

Ｃｈｅｃｋ３ その他 

□ 複数人で下見に行った 

□ 緊急時の連絡経路ができている 

□ 病人の輸送手段を考えてある 

□ 病院等のリストがある 

□ 移動中の安全が確保できている 

□ 気象情報の確認 

□ 余裕のある日程・時程 

□ 十分な引率教員の人数や役割 



  また、チェックリストに掲載している生物を含めて、北海道の野外観察で注意

する必要のある動植物をまとめました。 

 

  ○動物…イラガ・ドクガの幼虫（毛虫）、スズメバチやアシナガバチ、ダニ、マ

ムシ、ヒグマ、キタキツネ、カラス、鳥の死骸など 

  ○植物…トリカブト、ツタウルシ・ヤマウルシ、フクジュソウ、スズラン、 

ドクゼリ、イラクサなど 

 

 

  さらに、安全を確保する上で、野外観察における事前・事後を含めた指導も大

切です。以下に、札幌市が発行した「観察、実験の安全指導の手引」を参考に、

指導の例を示します。 

 

① 事前指導 

・野外の開放感から、軽率な行動を取ることが予想され、安全な行動がとれない可能性がある

ため、はぐれて行動したり、勝手な行動をしたりしないよう指導する。 

・同様に、普段の教室とは異なる環境であることから、危険を避けるために、どのような場所

でも教師の指示を集中して聞けるよう指導する。 

・自然を大切にし、保護する立場から、採集は最低限にとどめるよう指導する。 

・気温が高い時期には、熱中症にならないよう、汗を発散しやすい服装で、帽子をかぶって参

加するよう指導したり、積極的に水分を取るよう指導したりする。 

 

② 現地での指導 

・活動の約束を確認する 

 ａ 決められた場所の範囲で活動する。教師の死角になる場所へは行かない。 

 ｂ 単独行動は禁止。 

 ｃ むやみに走り回らない。特に下り坂では絶対に走らない。 

・活動前の指導は短く、ポイントを押さえたものとし、実際に活動する途中で、必要な指導を

数回に分けて行うようにする。 

・生徒の活動の様子に十分注意し、危険につながりそうな行動を見つけた場合には、適宜指導

を行う。 

 

③ 事後指導 

・活動後に手洗いをしっかり行わせる。 

・服にダニなどがついている場合がある。室内に入る前に、服やズボンを十分にはらうように

する。また、首や腕などにダニがついていないことをお互いに確認するよう指示する。 

・時間がたってから、草かぶれ等による皮膚炎を起こすことがある。異常を感じたら、すぐに

大人に連絡し、適切な処置を受けるよう伝える。 

 

 



 

  なお、野外観察時の安全とは関係ありませんが、野外観察に行く場合、バスを

借用することが多いと思います。その際には、バスを安全に停める場所があるか、

バスが安全に走行して行ける場所か、車内が汚れる可能性があることを伝えてい

るかについても確認しておくとよいでしょう。 

 

【参考：中学校学習指導要領解説 理科編（Ｈ29 公示）】 

３ 事故防止、薬品などの管理及び廃棄物の処理 

（1）事故の防止について 

ク 野外観察における留意点 

   野外観察では、観察予定の場所が崖崩れや落石などの心配のない安全な場所であること

を確認するとともに、斜面や水辺での転倒や転落、虫刺されや草木によるかぶれ、交通事

故などに注意して安全な観察を行わせるように心掛ける。事前の実地踏査は、観察場所の

安全性の確認や観察場所に至るルートの確認という点で重要である。とりわけ、河川など

の状況は開発等の人為的な活動や風雨などの気象現象により大きく変わることもあるので

注意する。加えて、観察当日の天気や気候にも注意して不慮の事故の発生を防ぐようにす

る。また、緊急事態の発生に備えて連絡先、避難場所、病院なども調べておくことが必要

である。 

   野外観察のために河原や雑木林などを歩く場合、靴は滑らないものでしっかりとしたも

のがよい。服装は、虫刺されやかぶれ、紫外線などの危険から身を守るために、できるだ

け露出部分の少ないものが適している。また、日ざしの強い季節には、帽子をかぶること

なども必要である。岩石の採集で岩石ハンマーを扱う際には、手袋や保護眼鏡を着用させ

るようにする。 

 

  



(3) 野外観察のおもしろさ 

  ここまでは、野外観察の学習指導要領上の意義や、安全確保のための基本につ

いて説明してきました。⑵では、過去に理科教育センターが発行した「小中学校

理科 地質野外学習ガイドブック」より、野外観察のおもしろさをご紹介します。 

 

【其の一】 究極の探究学習 

  地学が専門の先生は非常に少ないですが、地球や宇宙について学ぶ「地学」

のおもしろさはどこにあるでしょう。 

 

 

 

   このどれも正解だと思いますが、ここで強調したいのは、特に過去の出来事

について考える場合については、再現性のある実験をしにくいという性質から、

常に「答えのない学問」であり、それこそが最大の魅力であるということです。 

 

    ○ この地球がどのような歴史をたどってきたのか？ 

    ○ この地球上にどのような生物がいたのか？ 

    ○ この地球がどのように誕生したのか？       などなど 

 

   これらの問いについては、有力な説はありますが、どの説が正解かどうかは

わかっていません。現在、有力だと言われている説は、科学者が、自然の中に

残されている証拠や、科学の法則を利用して考えた説でしかありません。それ

は、いかに多くの情報を集め、それらを根拠にして導き出した考えがどれだけ

人を納得させられるかにかかっているのです。 

    

   そのような意味では、野外観察で、地層を観察し、たくさんの自然情報を集

め、そこから自分の考えを導き出してまとめること…つまり探究的な学習が求

められています。この手順は、科学者たちの研究手法と同じです。また、知識

や探究を深めていく過程で、科学者のように岩石の成分を分析したり、年代を

測定したりすることも不可能ではありません。 

 

   前述したように、地学の疑問に対する答えは、有力な説であって、正解では

ありません。つまり、子どもたちが探究的な学習を踏まえて考えた説が、正解

の可能性もあるのです。 

    

   地学領域の野外学習を苦手とする先生たちの多くは、地層の時代や岩石の名

前がわからないと言います。しかし、そういった知識からではなく、目の前の

崖の特徴や岩石から、自然情報を調べ、思い切って自分の考えをまとめること

は可能です。あなたも究極の探究学習に取り組んでみませんか？ 

過去の歴史を解き

明かすロマン？ 

扱う素材のスケールが大き

いこと？ 
化石の魅力？ 



 【其の二】 目を育てる学習 

 

   Ｑ 子どもたちには地層が見えていない？ 

 

   野外学習の際に、私たちに見えている露頭と、子どもたちに見えている露頭

はずいぶん違っているようです。子どもたちが露頭を観察するとき、次のよう

な傾向があります。 

 

   Ａ しま模様をただの凹凸として認識する。 

     崩れた砂礫の山や、表面の形に目が行く。 

     植生や湧水に目が行く。 

     大きな露頭のどこを見ていいのか迷う。 

    

つまり、地層の概念がない状況では、先生が見てほしいと願っている部分を、

子どもたちは見ることができていないのです。 

 

Ｑ スケッチはしなくてもいい？ 

 

地層をスケッチさせる目的は、次の２点です。 

① 露頭の概観をとらえ、地層の重なりや広がりに気付かせる。 

② それぞれの層の詳細を観察し、構成物や固結度などの特徴に気付かせる。 

 

では、これらの目的はスケッチな

くして達成できないのか、というと

必ずしもそうでもありません。例え

ば、教師が準備した露頭の概観に、

子どもたちが気付いたことを記入

する方法を用いたワークシートが

こちらです。 

右の図のように、露頭のどこを観

察するか指定することで、子どもた

ちはたくさんの情報を読み取り、自

信を持って表現できるようになり

ます。 

 

Ａ スケッチを必ずしも必要としない学習においても、露頭では内を観察し

たらよいのか理解し、観察を通して地層についての概念が形成され、徐々

に地層が見えるようになってきます。 

 

野外観察を通して、子どもたちに岩石や地層を見る目を育ててあげましょう。 

地層の初学者でも、地層の概念や地層を見る

目を育てることができます。また、習熟が進む

につれて、地層のスケッチにも挑戦すること

ができます。 



【其の三】 地球を知れば世界がわかる 

  地学のおもしろさを、別の視点からも触れてみましょう。【其の一】では地学

そのものの魅力について紹介しました。 

その一方で、地学について学ぶことは、全ての自然科学に結びついているとい

うおもしろさがあります。地球や宇宙に関する学問は、物理学、化学、生物学の

全ての領域と密接に関わっており、地学の学びを深めるほど、他の領域への理解

も深まります。 

つまり、地学を学べば学ぶほど、自然界全体のしくみや法則がわかってくると

いう点で、地学は総合科学的な立ち位置を占めているのです。 

 

 

  



(4) 野外観察の実際 

  このハンドブックは、北海道の小・中学校に勤める先生たちが「野外学習をし

よう！」と思ったときの参考となるよう、全道の素材を集めて作成されています。 

  ご存じのように北海道は大変広く、地層観察の素材もたくさんあります。次ペ

ージから紹介する観察スポットは、道内に存在する数多くの露頭の中から、安全

で観察しやすいスポットを選択して掲載しています。 

  もちろん、これだけでは全道を網羅できていないので、観察スポットを増やし

ていきたいと考えています。素敵な露頭の情報があれば、ぜひ、北海道立教育研

究所の高校地学の担当者までご一報ください。 

 

  それでは、次ページから紹介する資料の見方について、簡単に説明します。 

 

 ① 観察スポットの場所 

   資料には、観察スポットごとに地

域ごとの記号をつけてあります。学

校の近くにある露頭を探す際の参考

としてください。 

   また、旅行的行事などの経路や滞

在先の近くに観察スポットがあれ

ば、そこで野外観察を行う方法もあ

ります。 

   紙面の都合上、詳しい地図等を掲

載することはできませんが、露頭写

真左側のＱＲコードを読み取ること

で地図情報にアクセスすることがで

きます。 

 

 ② どんな地層をお探しですか？ 

   教科書で紹介されている露頭は、しま模様がはっきりとしていて、いかにも

「これが露頭だ～！」という場所がほとんどです。また、堆積岩が数種類と火

山灰と化石と…なんて欲張りな地層がスケッチ例などで見られますが、なかな

かそんな場所はありません。 

   そこで本テキストでは、「ここがオススメ！」欄を設け、一目でどんな地層が

見られるかわかるように、３段階の★印で評価しています。 

   ページの右下には、「安全情報」として、野外観察の注意点をまとめました。 

 

 ③ 野外観察シートを使ってください！ 

   先ほどのページで紹介した、野外観察シートがそれぞれの観察スポットごと

についています。是非ご活用ください。  
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